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（仮称）茨木市北保健福祉センターの開設について 

 

１ 取組内容 

保健と福祉の連携、専門職による包括的なチーム支援、住民が主体となる

「予防と共生」に向けた支援について、取り組みを行う。 

 

２ 開設予定年月 

令和７年４月 

 

３ 開設予定場所 

茨木市上郡２丁目13番14号 ゴウタＣ＆Ｅビル２階 

 

４ 担当小学校区 

清溪、忍頂寺、山手台、安威、福井、耳原、豊川、郡山、彩都西 

 

５ 人員体制 

(1) 市職員（所長、保健師、生活支援コーディネーター、生活困窮アウトリーチ

支援員）を配置予定。 

(2) 同センター内に地域包括支援センター（圏域型）を併設するとともに、障害

者相談支援センター、ＣＳＷ、社会福祉協議会とも連携して支援を行う。 

 

６ その他 

開設に際して、市ホームページ、広報誌又は圏域内の自治会等を通じたチラ

シ配布により、住民や地域活動団体等への周知を行う予定。 
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介護保険制度の運営状況について（主なポイント） 

 

＜資料＞2-2 本市における介護保険事業の運営状況 

2-3 見える化システムを活用した地域分析 

2-4 介護予防・日常生活支援総合事業の状況 

2-5 茨木市内「住宅型有料老人ホーム」「サービス付高齢者向け住宅」件数推移 

 

１ 高齢者人口の状況 

・高齢者人口は増加傾向にありますが、特に 75 歳以上の後期高齢者の数が大きく増え、高齢

者に占める割合が高くなっています。【Ｐ３】 

 

 Ｒ3.9 月末（Ａ） Ｒ6.9 月末（Ｂ） 差（Ｂ-Ａ） 

高齢者数 68,876 人 69,159 人 283 人 

65-74 歳（率） 33,677 人（48.9%） 28,250 人（40.8%） △5,427 人（△8.1%） 

75 歳以上（率） 35,199 人（51.1%） 40,909 人（59.2%） 5,710 人（8.1%） 

（再掲）85 歳以上 10,192 人 11,636 人 1,444 人 

 

 

２ 第１号被保険者数・要介護（要支援）認定者数 

・第１号被保険者数・要介護（要支援）認定者数ともに増加傾向となっています。【Ｐ４】 

・要介護認定者の総数は増加しており、軽度者・重度者に変わりなく増加しています。 

 

 Ｒ3.9 月末（Ａ） Ｒ6.9 月末（Ｂ） 差（Ｂ-Ａ） 

要支援者 3,159 人 3,710 人 551 人 

要介護者 9,356 人 10,013 人 657 人 

合計 12,515 人 13,723 人 1,208 人 

 

・要介護認定率（年齢調整後）は全国平均よりも高い。 

茨木市 全国 大阪府 

19.6％ 19.0％ 23.3％ 

 

 

 

 

 

【Ｐ１８】 

資料２－１ 
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３ 保険給付費及び介護予防・日常生活支援総合事業費 

（１）保険給付費 

・前年比で約８億 5,600 万円（4.5％）の増額となっており、居宅サービスや地域密着型サー

ビスの伸びが大きくなっております。 【Ｐ５】 

・居宅サービスが伸びている要因として、要介護認定者数の増加に加えて、サービス付き高齢

者向け住宅や住宅型有料老人ホームの増加も影響していると考えられます。 【Ｐ２９】 

・介護給付費を構成する３つの要素①認定率 ②受給率 ③受給者１人あたり給付費 は大阪府

及び北摂７市の比較では低い傾向にあります。 【Ｐ１８,１９,２０】 

項目 茨木市 大阪府 

①要介護認定率（年齢調整後） 19.6%(5) 23.3% 

②受給率（在宅サービス） 11.3%(5) 13.4% 

③受給者１人あたり給付費（在宅・居住系） 138,914 円(4) 143,133 円 

※（）内の数字は北摂７市における順位 

 

（２）介護予防・日常生活支援総合事業費 

・訪問型サービス：令和５年度は訪問介護相当サービスで軽度者の利用が多く、利用者数は増

加していますが、事業費は減少しています。【Ｐ２４】 

・通所型サービス：通所介護相当サービスの利用者が増加したことに加え、短期集中リハビリ

トレーニングの事業所が増えたことに伴い、利用者数・総事業費ともに増加しています。 

【Ｐ２５】 

 

項目 R4 R5 

訪問型サービス（事業費） 161,253 千円 157,980 千円 

通所型サービス（事業費） 410,981 千円 426,749 千円 

 

４ まとめ 

・茨木市は高齢化率がそれほど高くないにも関わらず、要介護認定率（年齢調整後）が全国平

均を上回っています。  

・１人あたりの給付費はそれほど大きく伸びてはいませんが、将来的には、他市よりも介護が

必要となる高齢者数の伸びが大きくなるため、今後、介護予防・重度化防止に力を入れる必要

があります。 



茨木市健康医療部　長寿介護課

茨木市福祉部　福祉指導監査課

本市における介護保険事業の運営状況

１　高齢者人口の状況

（単位：人)

実績値は各年９月30日時点（出典：茨木市住民基本台帳)

高齢者人口に対する前期高齢者・後期高齢者の割合

（参考）第１号被保険者数

毎年９月月報様式１の当月末現在より （単位：人)

実績値は各年９月30日時点（出典：茨木市住民基本台帳・介護保険事業状況報告月報)

（注）令和６年度のみ第１号被保険者数ではなく、65歳以上人口

４8.9%

5９.2%

40.8%

51.1%

資料２－２

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

総人口 283,255 284,536 285,580 288,806

第１号被保険者数 68,890 68,836 68,944 69,217

第１号被保険者率 24.3% 24.2% 24.1% 24.0%
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２　要介護（要支援）認定者の状況

（単位：人）

実績値は各年９月30日時点（出典：介護保険事業状況報告月報)

Ｒ５認定率（調整済み）　見えるかシステムより　R7.1.17　久保田

●要介護認定者数は年々増加しており、全国平均よりも要介護認定率（年齢調整後）が高い。

[R5要介護認定率(調整済み)] 全国：19.4% 大阪府：24.6% 茨木市：19.9%

●要介護（要支援）認定を受けずに事業対象者に該当した人数は（Ｐ10）に記載

19.8%

18.2%

12,907
13,210

13,72３

12,515

２４.３% ２４.2%
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３　介護保険サービス等の見込み量

（１）介護保険給付費の推計（前年比）

（単位：百万）

（注）介護：居宅サービス・地域密着型サービス・居宅介護支援
　　　予防：介護予防サービス・地域密着型介護・予防サービス・介護予防支援
　　　施設：介護保険施設サービス

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

令和３年度

実績

令和４年度

実績

令和５年度

実績

令和６年度

計画

介護 予防 施設 その他

（百万）

185.6

218.1

200.7
192.1

令和３年度
(2021年度)

実績 実績 前年比 実績 前年比 計画 前年比

6 32 60

101.9% 110.0% 117.0%

△ 7 △ 5 4

72.0% 72.2% 130.8%

3 6 12

103.8% 107.4% 113.8%

524 540 957

105.7% 105.6% 109.4%

175 193 364

106.7% 107.0% 112.3%

56 39 85

105.1% 103.4% 107.2%

△ 46 15 181

98.9% 100.3% 104.2%

△ 65 △ 2 17

80.3% 99.2% 106.5%

7 32 52

101.4% 106.1% 109.4%

3 6 14

103.8% 107.4% 116.1%

1 0 0

105.9% 100.0% 100.0%

657 856 1,746

103.5% 104.5% 108.7%

令和６年度
（2024年度）

18

合計 18,555 19,212 20,068 21,814

審査支払手数料 17 18 18

606

高額医療合算
介護サービス費

78 81 87 101

高額介護サービス費 515 522 554

4,530

特定入所者
介護サービス費

330 265 263 280

介護保険施設サービス 4,380 4,334 4,349

3,329

居宅介護支援 1,092 1,148 1,187 1,272

地域密着型サービス 2,597 2,772 2,965

99

居宅サービス 9,128 9,652 10,192 11,149

介護予防支援 78 81 87

413

地域密着型
介護予防サービス

25 18 13 17

353

令和５年度
（2023年度）

令和４年度
（2022年度）

介護予防サービス 315 321
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（２）介護保険給付費の推計（計画比）

（単位：百万）

（注）特定入所者介護サービス費及び高額介護サービス費の計画値は一定以上所得者の利用者負担の見直しに伴う
　　　財政影響額調整後の値

令和３年度
(2021年度)

令和６年度
(2024年度)

実績 計画 実績 計画比 計画 実績 計画比 計画

△ 15 △ 22

95.5% 94.1%

△ 9 △ 27

66.7% 32.5%

△ 3 0

96.4% 100.0%

△ 294 △ 79

97.0% 99.2%

△ 215 △ 143

92.8% 95.4%

△ 59 △ 38

95.1% 96.9%

△ 242 △ 411

94.7% 91.4%

△ 68 △ 72

79.6% 78.5%

△ 1 △ 43

99.8% 92.8%

△ 4 △ 37

95.3% 70.2%

△ 1 △ 6

94.7% 75.0%

△ 911 △ 878

95.5% 95.8%
21,81420,06820,94619,21220,12318,555合計

高額医療合算
介護サービス費

181824181917審査支払手数料

10187124818578

特定入所者
介護サービス費

606554597522523515高額介護サービス費

280263335265333330

居宅介護支援

4,5304,3494,7604,3344,5764,380介護保険施設サービス

1,2721,1871,2251,1481,2071,092

居宅サービス

3,3292,9653,1082,7722,9872,597地域密着型サービス

11,14910,19210,2719,6529,9469,128

介護予防支援

171340182725
地域密着型
介護予防サービス

998787818478

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
（2023年度）

介護予防サービス 315 413353375321336
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４　介護保険サービス利用の状況

（１）給付費（月額）の推移

（単位：百万円）

（出典：介護保険事業状況報告月報）

(注）保険給付（介護給付・予防給付）の月額給付費（利用者負担分を含まない。）

(注）特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費を含まない。

(注）（　）内の数値は、合計に対する構成比である。

(注）下線部分は暫定集計値であり、今後変更される可能性がある。

(注）保険給付（介護給付・予防給付）の給付費（利用者負担分を含まない。）

(注）特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費を含まない。
(
注

104.6

(100.0%) % (100.0%) %

903

合計
1,426 108.0 1,491

 居宅
 サービス

858 110.0

(60.2%) % (61.9%) %

226

(60.6%) 

 施設
 サービス

357 102.6

(25.0%) %

 地域
 密着型
 サービス

211

(14.8%) %

109.9 106.2

% (22.6%) %

101.4 349

107.1 240

96.4

%(15.5%) 

(24.3%) 

362

%(15.2%) 

%

1,005 104.9

令和６年
４月前年

同月比

令和３年
４月 前年

同月比

%(100.0%) 

106.1

前年
同月比

令和５年
４月

令和４年
４月

958

1,547 103.8

105.2

前年
同月比

1,620 104.7

(100.0%) %

366 104.9

(22.6%) %

(62.0%) %

249 103.8

(15.4%) %

●給付費の月額は年々増加傾向にあり、令和６年４月時点で約1６億２千万円となっています。

居宅サービスの給付費が全体の約６割を占めています。

（億円）

8.58
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2.11
2.49

3.57 3.66
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令和６年

４月
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（２）１人あたり給付費の推移

① 第１号被保険者１人あたり給付費（月額）

（単位：円）

（出典：介護保険事業状況報告月報）

(注）給付費（月額）を第１号被保険者数で除したもの。

(注）（　）内の数値は、合計に対する構成比である。

(注）下線部分は暫定集計値であり、今後変更される可能性がある。

(注）保険給付（介護給付・予防給付）の給付費（利用者負担分を含まない。）

(注）特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費を含まない。
(
注

令和３年
４月

%

13,109 105.1

%

(60.6%) %

106.9

(15.2%) 

前年
同月比

令和４年
４月

前年
同月比

20,739

(14.8%) 

5,192

102.5

%

21,645 104.4

(100.0%) 

5,255 101.2

13,895 106.0

(61.9%) %

3,481 106.1

 居宅
 サービス

12,479

 合計
%(100.0%) 

%(60.2%) 

102.0

 地域
 密着型
 サービス

102.9 3,2813,069

%

 施設
 サービス

(24.3%) %(25.0%) 

103.3

前年
同月比

22,439 103.7

(100.0%) %

令和５年
４月

前年
同月比

23,428 104.4

(100.0%) %

令和６年
４月

(15.5%) %

5,062 96.3

(22.6%) %

14,534 104.6

%

%

3,601 103.4

(15.4%) %

5,293 104.6

(62.0%) 

(22.6%) 

●第１号被保険者１人当たり給付費は増加傾向ですが、全国、大阪府平均よりも下回って

おり、その結果、介護保険料を低く抑えることができています。（Ｐ10参照）

[参考]

全国：２３，８４９円 大阪府：２８，１６５円 茨木市：２３，０８０円

（Ｒ５ 見える化システム暫定値）
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② 介護保険サービス受給者１人あたり給付費（月額）

（単位：円）

% % % %

% % % %

% % % %

% % % %

（出典：介護保険事業状況報告月報）

(注）給付費（月額）をサービス別受給者数で除したもの。

(注）下線部分は暫定集計値であり、今後変更される可能性がある。

(注）保険給付（介護給付・予防給付）の給付費（利用者負担分を含まない。）

(注）特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費を含まない。
(
注

 地域
 密着型

 サービス

 居宅
 サービス

前年
同月比

前年
同月比

 平均 132,614

110,635109,313
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136,663

115,305

●茨木市の傾向

茨木市は高齢化率がそれほど高くないにも関わらず、要介護認定率（年齢調整後）が全

国平均を上回っています。

１人あたりの給付費は横ばい状態が続いていますが、将来的には、他市よりも介護が必

要となる高齢者数の伸びが大きくなり、急激な介護給付費の増加が見込まれます。
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５　保険料（月額）

（単位：円）

６　居宅介護支援事業所の状況

① 居宅介護支援事業所の指定・登録状況の推移

令和6年4月1日現在（単位：件）

② 新規参入、廃止の状況

令和6年4月1日現在（単位：件）

６　事業対象者（基本チェックリスト該当者）

各年度末（単位：人）

（参考）全国平均 6,014

6,826

5,990

5,303

       第７期
（平成30～
      令和２年度）

5,300

384391

令和元年度

令和６年
４月１日

（注）保険料額は、保険料基準額。大阪府平均は第１期、第２期は≪単純平均≫、
　　　第３期、第４期、第５期、第６期、第７期、第８期は加重平均。全国平均は≪加重平均≫

76 72 3 5 70

97.2%76

茨木市平均

4,972（参考）全国平均

（参考）大阪府平均

2,911

       第８期
（令和３～
     令和５年度）

3,293 4,090 4,160

3,394 4,675

4,5502,978 3,129

6,025

5,514

3,134 4,588

事業対象者

茨木市平均

第３期
（平成18～20年度）

第４期
（平成21～23年度）

第１期
（平成12～14年度）

第２期
（平成15～17年度）

第５期
（平成24～26年度）

第６期
（平成27～29年度）

4,9403,847 3,877

353

令和３年度 令和４度

前年度比

令和６年４月１日
指定事業所数

令和５年４月１日
指定事業所数

6,636

5,869

384

令和５年度中
減少数

令和４年４月１日
指定事業所数

令和２年度

（参考）大阪府平均

82 77 82

平成31年
４月１日

72 70

令和５年度中
増加数

令和２年
４月１日

令和３年
４月１日

令和４年
４月１日

令和５年
４月１日

令和５度

10



８　介護保険サービス基盤の状況

① 居宅サービス事業所の指定・登録状況の推移

令和6年4月1日現在（単位：件）

（注）介護予防（総合事業）の指定と重複しているものは、「１」として計上

② 新規参入、廃止の状況

令和6年4月1日現在（単位：件）

令和４年４月１日
指定事業所数

令和５年４月１日
指定事業所数

令和５年度中
増加数

令和５年度中
減少数

令和６年４月１日
指定事業所数

239 240 32 11 261

14 14 16 12 10特定福祉用具販売 150.0%

計 219 226 238 239 240 259 107.9%

15

100.0%

福祉用具貸与 150.0%

特定施設入居者生
活介護

9

14 14 16 12 10 15

10 10 10 10 9

16 17 100.0%16 16 16

短期入所療養介護 0.0%

短期入所生活介護 17

0 0 0 0 0 0

40 40 100.0%

通所リハビリテー
ション

0.0%

通所介護 40

1 0 2 2 2 0

38 39 40

訪問看護 118.2%52

5 4 4 4 6 6

27 32 36 41 44

100.0%

令和４年
４月１日

令和５年
４月１日

令和６年
４月１日

訪問介護

前年度比

102.9%

訪問入浴介護

105

平成31年
４月１日

94 97 98 102 102

令和２年
４月１日

令和３年
４月１日

11



③ 居宅サービス事業者の内訳

令和6年4月1日現在（単位：件）

（注）その他は農協・生協　等

（注）（　）内の数値は、合計に対する構成比

（注）介護予防（総合事業）の指定と重複しているものは、「１」として計上

④ 地域密着型サービス事業者の指定状況

令和6年4月1日現在（単位：件）

計 84 88 88 90

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 5

看護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 14 14 16 16

0 0 0 0

5 6 6

2 2 2 3

地域密着型特定施設入居者生活介護

認知症対応型通所介護 13 13 12 12

14 14 14 14小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護 1 1 1 1

33 37 35 36地域密着型通所介護

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

訪問
介護

訪問
入浴

訪問
看護

通所
介護

営利法人 90 6

医療法人 2 0 6 0

地方公共団体
（市町村）

0 0 0 0

39 24

ＮＰＯ法人 5 0

2 2 2 2

計
福祉
用具
販売

社会福祉法人 8 0 1 14 0 16 0

通所
リハ

短期
生活

短期
療養

特定
施設

福祉
用具
貸与

居宅
介護
支援

329

(100.0%)
15

1 0 14
54

(16.4%)
0

令和３年
４月１日

令和４年
４月１日

令和5年
４月１日

令和6年
４月１日

14

(4.3%)
00 0 0 0 0 6

14 42
238

(72.3%)
140

2 2 0 0

0 0

9

(2.7%)

0 0 0 50
14

(4.3%)

1 0 8

0

(0.0%)
00 0 0 0

15 70

1

計 105 6 52 40 0 17 0 9

0その他 0 0 4 0 0 0 0 1 3

12



９　事業者、施設に対する指導・監査

（１）指導

居宅介護支援事業者 ［事業所数］

居宅サービス事業者等 ［事業所数］

実地指導件数については、上段に介護予防（総合事業）を含む事業所数を表示し、下段に
括弧書きで介護予防（総合事業）の内数を表記

434

16

104

2

(26)

［事業所数］ 446 -

-
122

(60)

449 -

116

種別 集団指導 書面指導 実地指導

令和
３

年度

令和
４

年度

居宅介護支援事業者 ［事業所数］ 74 -

居宅サービス事業者等 ［事業所数］

居宅サービス事業者等

80 -

（注） 介護保険施設については、大阪府所管のため種別から削除

令和
５

年度

居宅介護支援事業者 ［事業所数］ 71 - 11

(32)

（注）

13



（２）監査

【令和３年度実績】

【令和４年度実績】

【令和５年度実績】

（注）

（注） 介護保険施設については、大阪府所管のため種別から削除

居宅介護支援事業者

監査件数

監査後の措置

行政上の措置等 経済上
の措置処分

- -

-２事業所 - -

-

４事業所 - - - - -

０事業所 - -

- -

改善勧告 改善指導 その他

居宅サービス事業者等

監査件数

監査後の措置

行政上の措置等 経済上
の措置処分 改善勧告 改善指導 その他

-(２事業所) - -

居宅介護支援事業者 ０事業所 -

居宅サービス事業者等

監査件数

監査後の措置

行政上の措置等 経済上
の措置

処分 改善勧告

- -

(１事業所) - - - - -

- -

- -

-

居宅サービス事業者等
　０事業所 -

上段に介護予防（総合事業）を含む事業所数を表示し、下段に括弧書きで介護予防（総合
事業）の内数を表記

改善指導 その他

居宅介護支援事業者 　１事業所 - 1 - -

- 0 - -

(　０事業所) - 1 - - -

14



見える化システムを活用した地域分析

資料２－３
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■ 高齢化率の状況

■ 第８期（平成３年から令和５年度）介護保険料（月額）

見える化システムを活用した地域分析

6,225 

7,486 

6,480 

6,100 
5,970 

6,490 
6,280 6,300 

6,998 

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

29.0
27.5

24.7

29.5

26.1 25.9

23.6

27.2 26.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

（時点）令和5年(2023年)

（出典）総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

%

円

高齢化率は北摂で２番目に低くなっています。
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■ 第１号被保険者一人あたり給付月額

■ 給付費と３つの要素との関係

23,850 

28,165 

23,080 
22,780 22,698 

24,019 24,720 
25,372 

28,276 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

円

×

ｌｌ

総給付費 人口 高齢化率 ①認定率 利用率

③受給者１人あたり

給付費

（日数・回数含む）

②受給率
≒第１号

被保険者数

（総）認定者数

第１号被保険者数

受給者数

（総）認定者数

受給者数

第１号被保険者数

給付費

受給者数

×××＝

ｌｌｌｌ
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■ 要介護度別認定率（年齢調整後）

■ 受給率（施設サービス）（要介護度別）

19.0

23.3

19.6 19.4
17.9

20.6 20.1 19.9

22.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点）令和4年(2022年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）および総務省「住民基本台帳人口・世帯数」

%

2.7

2.4

2.0 2.0 2.0

2.5
2.4

2.1 2.1

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点) 令和5年(2023年)

（出典） 厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

要介護認定率は５番目となっています。

受給率はどのサービスも比較的低くなっています。

%
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■ 受給率（在宅サービス）（要介護度別）

■ 受給率（居住系サービス）（要介護度別）

10.6

13.4

11.3 11.2
10.6

11.9 11.8 11.9

14.0

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

1.2

1.4

1.0

1.5

1.3

0.7

1.1

1.7

1.5

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

% 受給率はどのサービスも比較的低くなっています。

受給率はどのサービスも比較的低くなっています。
%
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■ 受給者一人あたり給付月額（在宅および居住系サービス）

■ 茨木市の要介護認定者数・認定率（５歳階級別）

132,661 
143,133 

138,914 
133,951 

144,426 

131,514 
137,877 

141,177 141,512 

0

40,000

80,000

120,000

160,000

全国 大阪府 茨木市 高槻市 箕面市 摂津市 吹田市 池田市 豊中市

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

円 受給者一人あたり給付月額は４番目となっています。

356

927

1,839

3,151

3,576

3,321

2.7 5.8 11.5 

25.2 

49.5 

77.5 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 90-
（時点）令和６年３月末

（出典）住民基本台帳、厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報

% 人

才

８５歳以上になると要介護認

定者数・認定率ともに急増し

ます。
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■ 茨木市の傾向

■ 茨木市の人口の推移

①高齢化率が低いにもかかわらず、要介護認定率（年齢調整後）が

全国平均を上回っていることから、要介護認定申請をする方が多い

傾向にあると言えます。

②要介護認定率（年齢調整後）が高いにもかかわらず、サービス受

給率は全国平均程度もしくは平均を下回っています。

③２０２５年から２０４０年にかけて、要介護認定率が高くなる７５歳

以上の人口増加が、近隣市の中でも比較的大きくなっています。

人 ％

※数値は75歳以上人口

（出典）住民基本台帳、厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報

■75歳以上人口 ■75歳以上人口（100比率）

2015 2025 2040 2015 2025 2040

茨木市 28,203 44,816 46,111 茨木市 100 159 163

高槻市 43,462 66,496 61,078 高槻市 100 153 141

吹田市 38,533 57,129 60,671 吹田市 100 148 157

豊中市 47,041 66,020 65,547 豊中市 100 140 139

■85歳以上人口 ■85歳以上人口（100比率）

2015 2025 2040 2015 2025 2040

茨木市 7,566 13,721 21,580 茨木市 100 181 285

高槻市 11,013 20,967 29,418 高槻市 100 190 267

吹田市 10,085 18,242 27,350 吹田市 100 181 271

豊中市 12,290 22,201 29,544 豊中市 100 181 240

21,992 28,203 34,967 44,816 46,766 45,583 46,111 
49,997 56,528 

0

10

20

30

40

50

60

70

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

50,000

100,000

150,000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

75歳以上

65歳～75歳未満

15歳未満

15歳～40歳未満

40歳～65歳未満

高齢化率

生産年齢人口割合

（出典）2000年～2020年まで：総務省「国勢調査」

2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」
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介護予防・日常生活支援総合事業の状況

（１）要支援認定者及び事業対象者の推移

（単位：人）

（２）総合事業サービス利用者の推移

１．訪問型サービス

（単位：人）

※　介護予防訪問介護、訪問介護相当サービス、訪問型サービスAは請求月単位

※１　平成29年10月開始 ※２　平成30年４月から通所型サービスＣと一体的に実施

２．通所型サービス

（単位：人）

※　介護予防通所介護、通所介護相当サービス、通所型サービスAは請求月単位

※１　茨木市実施なし（住所地特例者のみ）

※２　月実利用者数の４月～３月分の合計（事業対象者・要支援者）

103

15,374

12,293

令和５年度

0

13,514

8

1,749

146

1

令和５年度

365

1,979

1,621

3,965

令和５年度

0

8,703

3,443

101

1

11,385

14,637

令和４年度

0

12,961

13

1,582

81

令和４年度

384

1,851

1,570

3,805

令和４年度

0

7,762

3,521

令和３年度

介護予防訪問介護 2 0 0 0

3,619

合計

事業対象者

通所介護相当サービス

通所型サービスC

訪問介護相当サービス 12,055

要支援１ 1,664

710

3,561

13,127

12,855

18

51

856

13,780

9,450

1,541 1,530

介護予防通所介護

平成30年度

合計 3,514

00

3,542

令和２年度

平成30年度

304

要支援２ 1,574

令和元年度

0

平成30年度

令和元年度

11,066

訪問型サービスC

合計

令和３年度

391

1,768

1,460

令和元年度

353

令和２年度

384

1,6471,620

17 26

10

- - - -

11,808

13,080 13,008

12,795

3,128

令和３年度

12,186

1,056

13,306

0

17

令和２年度

21

11,649

47

940

12,052

通所型サービスB

通所型サービスA

訪問型サービスB 47 59 79 54

8,467

訪問型サービスA 976 1,883 2,523

12,390

※１

※２

※１

※2

資料２－４
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３．その他の生活支援サービス

（単位：人）

※１　令和４年７月開始

栄養改善型配食 - - - - 768 878

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

※１
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（３）訪問型サービス（事業費）の推移

（単位：千円）

※１　平成29年10月開始

※２　平成30年４月から通所型サービスＣと一体的に実施、令和４年７月から栄養に関するサービスとして再開

157,980

令和５年度

0

126,364

31,197

398

22訪問型サービスC - - -

合計 203,240 186,866 172,849

0

210,775

訪問型サービスA 16,714 22,973 28,106

訪問型サービスB 231 227 165164

9,069

事業費 令和元年度 令和２年度 令和３年度

訪問介護相当サービス 186,295 163,666 144,578

平成30年度

介護予防訪問介護 0 0 037

201,505

161,253

令和４年度

0

129,427

31,581

232

13

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

億円
予防訪問 訪問介護相当 訪問型A 訪問型B 訪問型C

１．５８億円

２．１１億

円 ２．０３億

円
１．８７億

円 １．７３億

円
１．６１億円

※１

※２

総合事業実施以降、訪問型サービスの事業費全体は減少傾向にありますが、訪問型サービスＡに関しては

増加している状況にあります。要因としましては、地域包括支援センターの適切なケアマネジメントにより、新規

の利用者において訪問型サービスＡを選択する方が多くなっていることや、インフォーマルサービスの活用が進

んでいることが考えられます。また、訪問介護相当サービスの以前からの利用者が、重度化した結果、介護

サービスへと移っていることやコロナ禍を経て生活援助などのサービスを必要以上に利用することが少なくなっ

てきたことも影響していると考えられます。
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（４）通所型サービス（事業費）の推移

（単位：千円）

※１　茨木市実施なし（住所地特例者のみ）

426,749

令和５年度

0

312,848

81

107,562

6,258

合計 361,471 351,747 379,773

875

344,563

通所型サービスC 2,125 2,010 2,579

285 221 175

通所型サービスB 74,319 94,723 105,039

177

62,206

通所型サービスA

事業費 令和元年度 令和２年度 令和３年度

通所介護相当サービス 284,742 254,794 271,979

平成30年度

281,305

介護予防通所介護 0 0 0 0

410,981

令和４年度

0

295,413

134

110,669

4,765

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

億円

予防通所 通所介護相当 通所型A 通所型B 通所型C

４．１１億円

※

４．２７億円

３．４５億円

３．６１億

円
３．５２億

円

３．８０億

円

通所型サービスの総額は、令和３年度以降増加しています。

通所介護相当サービスにつきましては、新型コロナウイルスに対する感染対策が進んだことや高齢者の社

会参加を求める動きが戻ってきたことから、昨年度よりも事業費が増加していると考えられます。

通所型サービスＣにつきましては、令和５年５月より事業所が１か所増え、５か所となったことから事業費が

増加しています。
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（５）介護予防ケアマネジメント（事業費）の推移

（単位：千円）

※１　平成30年４月開始

合計

ケアマネジメントＣ 105

130,216

介護予防支援費

令和５年度

87,357

59,287

98

146,742

83

134,566

令和２年度

59,697

65

132,564

70,015 72,802

令和元年度事業費 令和４年度

81,215

60,36564,468ケアマネジメントＡ

平成30年度

65,391

64,720

206

141,786

令和３年度

59,634

28

137,981

78,318

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

億円

介護予防支援費 ケアマネジメントA ケアマネジメントC

１．３８億円

※

１．４２億円
１．４７億円

１．３０億円
１．３５億円

新型コロナウイルスの社会的影響の強かった令和２年度を除いて、要支援者・事業対象者に対

するケアマネジメントの費用は増加傾向にあります。ケアマネジメントCにつきましては、令和４

年７月から開始した栄養改善型配食（その他の生活支援サービス）のみを利用する方が新たに

ケアマネジメントＣの対象者となったため、事業費が増加したものです。

１．３３億円
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（６）一般介護予防事業（実績）の推移

（単位：千円）

（※１）介護予防健康運動教室、はつらつ教室、短期集中運動教室

　　　　介護予防教室（令和元年度まで介護予防初級講座）、ふれあい体験学習（令和元年度まで）

（※２）街かどデイハウス・コミュニティデイハウス介護予防教室、はつらつ出張講座

83,860

12,763

30,864

令和５年度

0

12,887

56,472

0

14,501

80,844 69,969 56,099 59,684

0003,1680

令和４年度

47,05153,175

007,268

19,750 18,642 13,82820,401

55,91646,28337,457

事業費

30,198人 10,048人

介護予防把握事業

7,457人

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

地域介護予防活動支援事業

一般介護予防事業評価事業

地域リハビリテーション
活動支援事業

介護予防普及啓発事業
介護予防教室等（※１）

参加延べ人数

10,969

2,4320

29,775人

地域介護予防活動支援事業
介護予防教室等（※２）

参加延べ人数
35,486人

77,689

00

30,807人 21,040人 21,788人 28,646人

介護予防普及啓発事業

10,665人

7,94500

合計

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

億円

地域リハビリテーション活動支援事業

一般介護予防事業評価事業

地域介護予防活動支援事業

介護予防普及啓発事業

介護予防把握事業 ８．４千万円

令和５年度は、地域リハビリテーション活動支援事業においてリハビリテーション専門職同行訪問を行う作業療法

士の増員により事業費が増加しています。それに合わせて訪問件数も増加しています。

地域介護予防活動支援事業及び介護予防普及啓発事業の実績においては、昨年度から新型コロナウイルス感染

症の影響が軽減していることもあり、ほぼ横ばい状態となっています。

８．１千万円

７．０千万円

５．６千万円
６．０千万円

７．８千万円
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（7）茨木市の総合事業（サービスの種類） 令和６年３月31日現在

１．訪問型サービス

サービス名 サービス内容 実施主体数 主な実施主体

訪問介護
相当サービス

訪問介護員が身体介護、生活援助を行うサービ
ス

120か所
社会福祉法人
医療法人
営利法人　等

訪問型サービスA
【基準緩和】

訪問型サービスA従事者養成研修修了者等が生
活援助を行うサービス

13か所
社会福祉法人
公益財団法人
営利法人　等

訪問型サービスB
【住民主体】

ボランティア等が生活援助（茨木市が独自に認め
る生活支援を含む）を行うサービス

１か所 NPO法人

訪問型サービスC
【短期集中】

管理栄養士による栄養改善を目的とした短期集
中的な訪問指導を行うサービス

2か所
社会福祉法人
営利法人　等

２．通所型サービス

サービス名 サービス内容 実施主体数 主な実施主体

通所介護
相当サービス

通所介護施設で食事サービス、生活機能維持向
上のための体操や筋力トレーニングを行うサービ
ス

97か所
社会福祉法人
医療法人
営利法人　等

通所型サービスB
【住民主体】

ボランティア等による家庭的な雰囲気のコミュニ
ティデイハウスで食事提供、介護予防体操、趣味
活動等を行うサービス

18か所
NPO法人
任意団体

通所型サービスC
【短期集中】

入院等により一時的に体力が低下している方に
対し、運動器の機能向上等の機能回復を３か月
間の短期集中で行うサービス

5か所
医療法人
社会福祉法人
営利法人

３．その他の生活支援サービス

サービス名 サービス内容 実施主体数 主な実施主体

栄養改善型配食 栄養改善を目的とした配食を行うサービス 5か所
社会福祉法人
営利法人

４．介護予防ケアマネジメント

サービス名 サービス内容 実施主体数 主な実施主体

ケアマネジメントA
【原則的】

総合事業サービスのみを利用する方のために、
地域包括支援センターがケアプランを作成する
サービス

地域包括支援
センター14か
所

社会福祉法人
営利法人

ケアマネジメントC
【初回のみ】

新規に通所型サービスBのみ又は栄養改善型配
食のみの利用を希望する利用者に対し、地域包
括支援センターが簡略化したケアプランを作成す
るサービス（作成はサービス利用開始時のみ）

地域包括支援
センター14か
所

社会福祉法人
営利法人
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Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

茨木市内「住宅型有料老人ホーム」「サービス付高齢者向け住宅」件数推移

定員数

登録制
高齢者の居住の安定確保に関する
法律の規定に基づき、大阪府に登
録を行う。

23 25

19

761

20

981

21

19

高齢者向けの居住施設 高齢者向けの賃貸住宅

老人福祉法 高齢者の居住の安定確保に関する法律

老人を入居させ、食事の提供、入
浴、排せつもしくは食事の介助、洗
濯、掃除などの家事などのいずれ
かのサービスを提供する施設。
介護付有料老人ホームとは異なり、
施設自ら介護サービスの提供はで
きない。入居者が別途、訪問介護
サービス事業所等と契約を行う。

高齢者単身・夫婦世帯が安心して
居住できる賃貸等の住まい。安否
確認・生活相談などのサービスを行
う。
提供するサービスに、食事提供や
入浴介助など有料老人ホームの定
義に該当するサービスが含まれる
場合は、有料老人ホームにも該当
する。

31

1,339

19

796

1,155

801 796

各年度末時点　（単位：か所、人）

種別

住宅型
有料老人ホーム

施設数

住宅型有料老人ホーム サービス付高齢者向け住宅

17

818

18

726

施設数/定員数

1,101

定義

根拠法令

申請方法

サービス付
高齢者向け住宅

施設数

定員数

概要

届出制
老人福祉法の規定に基づき、届出
を行う。
大阪府福祉行政事務に係る事務処
理の特例に関する条例により、届出
先は茨木市。

資料２－５
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資料３－１ 

令和６年度 保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金（市町村分）

の評価結果及び交付額について 

 

１ 趣旨及 

  介護保険者の機能強化に向け、高齢者の自立支援・重度化防止に関する市町村の取組みや、

こうした市町村を支援する都道府県の取組みを推進するため、市町村及び都道府県の様々な

取組みに関する評価指標を設定した上で、取組状況に応じて交付金が交付される。また、令

和２年度からは新たに予防・健康づくりに資する取組に重点化した介護保険保険者努力支援

交付金が創設され、生活支援体制整備事業、認知症総合支援事業等に充当することができる

ようになりました。 

【主な指標】 

 ① ＰＤＣＡサイクルの活用による保険者機能の強化 

 ② ケアマネジメントの質の向上 

 ③ 多職種連携による地域ケア会議の活性 

 ④ 介護予防の推進 

 ⑤ 介護給付適正化事業の推進 

 ⑥ 要介護状態の維持・改善の度合い 

 

２ 評価結果 

 

  全国1,741市町村のうち、534位でした。評価結果の詳細は以下の表のとおりです。 

 

 金額 得点 

保険者機能強化推進交付金 17,783千円 

256点/400点 

 全国：340位/1741位  

府内： 13位/ 43位 

介護保険保険者努力支援交

付金 
30,817千円 

222点/400点 

全国：866位/1741位  

 府内： 28位/ 43位 

合計 48,600千円 

478点/800点 

全国：534位/1741位 

府内： 18位/ 43位 

 

  ※令和６年度の詳細な評価結果は資料３-２を参照してください。 

 

 



2 

 

３ 交付金の活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和６年度 保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金の使途（充

当予定額）について 

 （１）保険者機能強化推進交付金 

   ア 交付金額  １７，７８３千円 

イ 充当先事業 一般介護予防のうち 

介護予防普及啓発事業、地域リハビリテーション活動支援事業 

地域介護予防活動支援事業（重層化支援体制整備事業） 

包括的支援・任意事業のうち 

介護給付等費用適正化事業、高齢者自立支援等事業 

 

充当事業名称 充当（予定）金額 

介護予防普及啓発事業  1,４１５千円 

地域リハビリテーション活動支

援事業 

２，８４６千円 

地域介護予防活動支援事業 ９，６２４千円 

介護給付等費用適正化事業 ３，３５８千円 

高齢者自立支援等事業   ５４０千円 

 

 

 

介護保険保険者努力支援交付金 

地域支援事業 

介護予防・日常生活支援総合事業 包括的支援事業 

保健福祉事業 一般会計事業 

都道府県 

国 

市町村 

１号保険料 都道府県 

国 

市町村 

１号保険料 

２号保険料 

 

１号保険料 

１００％ 

 

市町村 

１００％ 

保険者機能強化推進交付金 

新規・拡充部分 

（R2年度から充当可） 
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（２）介護保険保険者努力支援交付金 

  ア 交付金額   ３０，８１７千円 

  イ 充当先事業  包括的支援・任意事業のうち 

包括的支援事業（重層化支援体制整備事業を含む） 

           在宅医療・介護連携推進事業 

           認知症施策総合推進事業 

           高齢者生活支援体制整備事業（重層化支援体制整備事業を含む） 

  

充当事業名称 充当（予定）金額 

包括的支援事業 ２６，８００千円 

在宅医療・介護連携推進事業     ７６６千円 

認知症施策総合推進事業   １，７９３千円 

高齢者生活支援体制整備事業   １，４５８千円 

 

 

 



◆保険者機能強化推進交付金の評価結果（令和6年度）

目標 指標の種類 項番 評価指標 配点 得点 平均

1 地域の介護保険事業の特徴 16 16 14.43

2 事業計画の進捗状況 16 16 14.38

3 施策の実施状況の把握・改善 16 11 13.68

4 評価結果の活用 16 16 9.48

1 今年度の評価点 12 6 6.68

2 後期高齢者と給付費の伸び率比較 12 3 4.57

3 PFS委託事業数（成果連動型民間委託連動方式） 12 0 0.07

1 給付費適正化方策の策定状況 32 32 24.29

2 給付費適正化事業の取組状況 36 28 24.88

1 ケアプラン点検の実施状況 16 8 5.14

2 医療情報との突合の実施状況 16 16 9.57

1 介護人材の確保・定着の取組状況 30 24 21.36

2 庁内・庁外における連携体制 34 26 23.76

1 介護の仕事の魅力に関する研修の実施状況 12 3 2.39

2 介護人材の定着・資質向上に関する研修の実施状況 12 3 2.29

3 介護支援専門員に対する研修の実施状況 12 3 4.32

1 短期的な要介護度の変化（要介護１・２） 5 9.17

2 長期的な要介護度の変化（要介護１・２） 5 7.56

3 短期的な要介護度の変化（要介護３～５） 15 10.42

4 長期的な要介護度の変化（要介護３～５） 15 9.82

5 健康寿命延伸の状況 5 9.64

合計 400 256 227.9

◇介護保険保険者努力支援交付金の評価結果（令和6年度）

目標 項番 評価指標 配点 得点 平均

1 データを活用した課題の把握 6 6 4.43

2 アウトリーチ等の取組状況 9 7 5.32

3 介護予防等と保健事業の一体的実施 7 7 5.73

4 通いの場参加者の健康状態の把握・分析 7 5 4.6

5 地域リハビリテーションの推進 7 7 4.83

6 介護予防・生活支援の体制整備 9 7 6

7 多様なサービスの活用推進 7 0 3.99

1 地域包括支援センター３職種の配置状況 4 0 0.85

2 地域包括支援センター事業評価の達成状況 12 3 6.99

3 個別事例の検討割合 4 1 0.67

4 通いの場への参加率 4 2 3.73

5 ポイント事業への参加率 4 1 0.76

6 心身・認知機能維持・改善者の割合 4 4 1.14

7 生活支援コーディネーター数 4 0 0.61

8 生活支援コーディネーターの地域ケア会議への参加割合 4 4 2.33

9 多様なサービスの実施状況 13 3 1.86

1 認知症初期集中支援チームの活動状況 20 20 19.17

2 早期診断・早期対応の体制構築 19 19 16.51

3 認知症サポーター等を活用した地域支援体制の構築 25 10 16.07

1 認知症サポーター数 12 6 4.04

2 認知症サポーターステップアップ講座修了者数 12 3 1.61

3 認知症地域支援推進員の業務の状況 12 3 7.75

1 在宅医療・介護連携に関する課題・対応策の検討 26 11 19.42

2 在宅医療・介護連携の具体的取組状況 21 21 20.01

3 医療・介護関係者間の情報共有 21 11 19.06

1 入退院支援の実施状況 16 2 5.26

2 人生の最終段階における支援の実施状況 16 14 11.64

1 短期的な要介護度の変化（要介護１・２） 5 9.17

2 長期的な要介護度の変化（要介護１・２） 5 7.56

3 短期的な要介護度の変化（要介護３～５） 15 10.42

4 長期的な要介護度の変化（要介護３～５） 15 9.82

5 健康寿命延伸の状況 5 9.64

合計 400 222 240.99
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第 10 期計画策定に向けた市民アンケート概要（案） 

 「令和７年度茨木市の保健福祉に関するアンケート」の質問項目について 

 国から示された基本項目（必須＋オプション）に加え、市独自の質問項目を追加します。 

 国の施策と本市の方向性を反映し、かつ回答者の負担とならないことをめざし、調査項目

を検討します。 

 調査実施時期（共通）…令和７年 11 月から 1か月程度（予定） 

 対象者の抽出方法 

 【ニーズ調査・在宅介護実態調査】 

層化無作為抽出※により、調査対象に偏りが出ないよう抽出を行います。 

（※日常生活圏域、性別、年齢、区分のそれぞれができるだけ均等となるよう調整） 

 【介護事業者調査】 

市内で介護サービスを提供している全事業所を対象とする 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査の目的 
身体等リスクや社会参加状況の把握、地域診断に関して調査するほか、地域に

おける課題を特定する 

調査対象 
要介護認定を受けていない高齢者及び要支援認定者：3,000 人  

回収率（前回）：76.1％ 

調査方法 郵送配付・郵送回答＋オンライン回答 

調査項目 【前回】基本調査（42）＋オプション（8）＋市独自（50）＝計 100 項目 

 在宅介護実態調査 

調査の目的 
「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」に有効な

サービス利用のあり方やサービス整備の方向性を検討する 

調査対象 在宅介護サービス利用者：2,000 人 回収率（前回）：64.5％ 

調査方法 郵送配付・郵送回答＋オンライン回答＋訪問調査員による聞き取り 

調査項目 【前回】基本調査（26）＋オプション（0）＋市独自（9）=計 35 項目 

 介護保険事業者調査（介護人材実態調査） 

調査の目的 
介護保険サービス等の参入意向や介護事業所の雇用実態などを把握し、介護人

材の確保・定着等に向けた支援策を検討する 

調査対象者 市内の介護サービス提供事業者 回収率（前回）：55.3％ 

調査方法 郵送配付・オンラインによる回答 

調査項目 【前回】市独自項目 計 18 項目 

 前回調査から追加するアンケート項目（案） 

 終活、高齢者の就職支援、医介連携、ＩＣＴ機器の活用、などを中心に検討中 

 調査結果の活用 

 計画に定めた「取組と目標」の進捗管理、地域課題の把握、次期計画の目標設定・分析・議論

の材料等 

 市町村間でのデータ比較のほか、市内各圏域間でのデータ比較を行い、地域包括支援センタ

ーなどがその地域特有の課題を認識し、対応するための基礎資料として活用することも想定 

資料４－１ 



①「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」アンケート内容（R4実施分）

※「必須項目」は国から示された項目のため設問・回答の変更不可。「オプション項目」も同様。

大設問 種別 設問 分類 備考

問１ Q1 回答者の属性 市独自 性別をおたずねします。 家族や生活状況

問１ Q2 回答者の属性 市独自 年齢は、次のどれにあてはまりますか。 家族や生活状況

問１ Q3 回答者の属性 市独自
（新規）
あなたのお住まいの町名を教えてください。

家族や生活状況 R4新規

問１ Q4 回答者の属性 必須 家族構成をお教えください。 家族や生活状況

問１ Q5
介護・介助の状況
について

必須 あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。 家族や生活状況

問１ Q5-1
介護・介助の状況
について

オプション 主にどなたの介護、介助を受けていますか。 家族や生活状況

問１ Q6
介護・介助の状況
について

必須 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 家族や生活状況

問２ Q1
体を動かすことに
ついて

必須 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 からだを動かすこと

問２ Q2
体を動かすことに
ついて

必須 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 からだを動かすこと

問２ Q3
体を動かすことに
ついて

必須 15分位続けて歩いていますか。 からだを動かすこと

問２ Q4
体を動かすことに
ついて

市独自 現在、あなたはどのくらいの頻度で運動をしていますか。 からだを動かすこと R4新規

問２ Q5
体を動かすことに
ついて

市独自 普段、１日に「座っている」（仕事を含めて）時間はどれくらいですか。 からだを動かすこと R4新規

問２ Q6
体を動かすことに
ついて

必須 過去１年間に転んだ経験がありますか。 からだを動かすこと

問２ Q7
体を動かすことに
ついて

必須 転倒に対する不安は大きいですか。 からだを動かすこと

問２ Q8
体を動かすことに
ついて

必須 週に１回以上は外出していますか。 からだを動かすこと

問２ Q9
体を動かすことに
ついて

市独自 あなたは普段どれくらいの範囲まで歩いて出かけますか。 からだを動かすこと R4新規

問２ Q10
体を動かすことに
ついて

必須 昨年と比べて外出の回数が減っていますか。 からだを動かすこと

問２ Q11
体を動かすことに
ついて

オプション 外出を控えていますか。 からだを動かすこと

問２ Ｑ11-1
体を動かすことに
ついて

市独自 外出を控えている理由は、次のどれですか。 からだを動かすこと

問２ Q12
体を動かすことに
ついて

オプション 外出する際の移動手段は何ですか。 からだを動かすこと

問３ Q1 食べることについて 必須 身長・体重 食べること

問３ Q2 食べることについて オプション ６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか。 食べること R4新規

問３ Q3 食べることについて 必須 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 食べること

問３ Q4 食べることについて 必須 歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください。 食べること

問３ Q5 食べることについて 必須 どなたかと食事をともにする機会はありますか。 食べること

問３ Q6 食べることについて 市独自 1日の食事回数は何回ですか。 食べること R4新規

問３ Q7 食べることについて 市独自 食生活を改善してみようと思いますか。 食べること R4新規

問４ Q1
毎日の生活につい
て

必須 物忘れが多いと感じますか。 毎日の生活

問４ Q2
毎日の生活につい
て

必須 バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可）。 毎日の生活

問４ Q3
毎日の生活につい
て

必須 自分で食品・日用品の買物をしていますか。 毎日の生活

問４ Q4
毎日の生活につい
て

必須 自分で食事の用意をしていますか。 毎日の生活

問４ Q4-1
毎日の生活につい
て

市独自 食事の確保はどのようにしていますか。 毎日の生活

問４ Q5
毎日の生活につい
て

必須 自分で請求書の支払いをしていますか。 毎日の生活

問４ Q6
毎日の生活につい
て

必須 自分で預貯金の出し入れをしていますか。 毎日の生活

問４ Q7
毎日の生活につい
て

オプション 新聞、本、雑誌を読んでいますか。 毎日の生活

問４ Q8
毎日の生活につい
て

市独自
健康についての記事や番組 に関心がありますか。

毎日の生活 R4新規

問４ Q9
毎日の生活につい
て

オプション 趣味・生きがいはありますか。 毎日の生活

問４ Q10
毎日の生活につい
て

市独自 次の情報通信機器のうち日常生活でよく使用しているものはありますか。 毎日の生活

問４ Q11
毎日の生活につい
て

市独自 日常生活で困りごとはありますか。 毎日の生活 R4新規

資料４－２－①
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大設問 種別 設問 分類 備考

問５ Q1①
地域での活動につ
いて

必須 「ボランティアのグループ」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1②
地域での活動につ
いて

必須 「スポーツ関係のグループやクラブ」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1③
地域での活動につ
いて

必須 「趣味関係のグループ」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1④
地域での活動につ
いて

必須 「学習・教養サークル」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1⑤
地域での活動につ
いて

必須
「（いきいき交流広場、街かどデイハウス、コミュニティデイハウスなど）介護予防のための通いの場」にどのくらいの頻度で参加し
ていますか。

地域での活動

問５ Q1⑥
地域での活動につ
いて

必須 「老人クラブ」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1⑦
地域での活動につ
いて

必須 「町内会・自治会」にどのくらいの頻度で参加していますか。 地域での活動

問５ Q1⑧
地域での活動につ
いて

必須 「収入のある仕事」にどのくらいの頻度で行っていますか。 地域での活動

問５ Q2
地域での活動につ
いて

必須
地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたは
その活動に参加者として参加してみたいと思いますか。

地域での活動

問５ Q3
地域での活動につ
いて

必須
地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたは
その活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか。

地域での活動

問５ Q3-1
地域での活動につ
いて

市独自 地域づくりの活動に参加した際、報酬は必要だと思いますか。 地域での活動

問５ Q4
地域での活動につ
いて

市独自 どのような居場所があれば利用しようと思いますか。 地域での活動

問６ Q1 助け合いについて 必須 あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人 たすけあい

問６ Q2 助け合いについて 必須 反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人 たすけあい

問６ Q3 助け合いについて 必須 あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人 たすけあい

問６ Q4 助け合いについて 必須 反対に、看病や世話をしてあげる人 たすけあい

問６ Q5 助け合いについて オプション 家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください。 たすけあい

問６ Q6 助け合いについて 市独自 もしご近所に手助けを必要とする人がいる場合に、あなたはどんな手助けができますか。 たすけあい R4新規

問６ Q7 助け合いについて 市独自 もし生活に困りごとができた場合に、近所や地域の人に頼みづらいことは何ですか。 たすけあい

問６ Q7-1 助け合いについて 市独自 近所や地域の人に、手伝ってもらいにくい理由は何ですか。 たすけあい R4新規

問７ Q1 健康について 必須 現在のあなたの健康状態はいかがですか。 健康

問７ Q2 健康について 必須 あなたは、現在どの程度幸せですか 健康

問７ Q3 健康について 市独自 あなたは、健康や介護予防、認知症予防のために、普段から取り組んでいることはありますか。 健康 R4新規

問７ Q4 健康について オプション お酒は飲みますか。 健康

問７ Q5 健康について 必須 タバコは吸っていますか。 健康

問７ Q6 健康について 必須 この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか。 健康

問７ Q7 健康について 必須 この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか。 健康

問７ Q8 健康について 市独自 現在あなたの耳の聞こえの状態はいかがですか。（補聴器をつけている人は、補聴器を外した状態についてお答えください） 健康 R4新規

問７ Q8-1 健康について 市独自 現在、補聴器を使用していますか。 健康 R4新規

問７ Q8-2 健康について 市独自 持っていない理由は何ですか。 健康 R4新規

問７ Q9 健康について 必須 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。 健康

問７ Q10 健康について 市独自 健康や病気のことについて気軽に相談できる「かかりつけ医」などはいますか。 健康

問７ Q12 健康について 市独自 自主的に健康診断を受けていますか。 健康 R4新規

問７ Q12-1 健康について 市独自 どれくらいの頻度で健康診断を受けていますか。 健康 R4新規

問７ Q11 健康について 市独自 あなたが、趣味や交流活動として実施していることはありますか。 健康 R4新規

問８ Q1 認知症について 必須 あなた自身に認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある人がいますか。 認知症

問８ Q2 認知症について 市独自 あなたが認知症になったら、どんな支援を期待しますか。 認知症

問８ Q3 認知症について 市独自 あなたの家族が認知症になったら、どんな支援を期待しますか。 認知症

問８ Q4 認知症について 必須 認知症に関する相談窓口を知っていますか。 認知症

問８ Q4-1 認知症について 市独自 知っている相談窓口はどこですか。 認知症 R4新規

問８ Q5① 認知症について 市独自 「認知症サポーター養成講座」を実施していますが、知っていますか。 認知症

問８ Q5② 認知症について 市独自 「認知症カフェ」（いばらきオレンジかふぇ）が市内で実施されていますが、知っていますか。 認知症

問８ Q5③ 認知症について 市独自 「認知症介護家族教室」を実施していますが、知っていますか。 認知症

問８ Q5④ 認知症について 市独自 「茨木童子見守りシール」を、ご存知ですか。 認知症
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大設問 種別 設問 分類 備考

問９ Q1
人生の最期につい
て

市独自 「終活」という言葉を知っていますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q2
人生の最期につい
て

市独自 人生の最期をどのように迎えたいか家族と話し合ったことがありますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q3
人生の最期につい
て

市独自 アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ、人生会議）について、知っていますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q3-1
人生の最期につい
て

市独自 どのような取り組みをしていますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q4
人生の最期につい
て

市独自 あなたは、介護が必要になった時、また今よりも重くなった時、あなたはどこで介護を受けたいですか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q5
人生の最期につい
て

市独自 在宅での看取りを考えたことはありますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q5-1
人生の最期につい
て

市独自 看取りを可能とするために、必要なことは何だと思いますか。
人生の最期につい
て

R4新規

問９ Q6
人生の最期につい
て

市独自
もし、家族や医療介護関係者等の方と医療・療養について話し合うきっかけがあるとすれば、どのようなタイミングだと思います
か。（話し合ったことがある方は、何がきっかけでしたか。）

人生の最期につい
て

R4新規

問10 Q1
自然災害の備えに
ついて

市独自 あなたは、災害時における自宅周りの避難所・避難場所を把握していますか。
自然災害の備えに
ついて

R4新規

問10 Q2
自然災害の備えに
ついて

市独自 茨木市のハザードマップを知っていますか。
自然災害の備えに
ついて

R4新規

問10 Q3
自然災害の備えに
ついて

市独自 ふだんの備えをされていますか。
自然災害の備えに
ついて

R4新規

問10 Q3-1
自然災害の備えに
ついて

市独自 【Ｑ３で「１．準備している」を回答した人 のみ】どのような準備をされていますか
自然災害の備えに
ついて

R4新規

問11 Q1
高齢者施策全般に
ついて

市独自 今後、茨木市はどのような施策に重点を置くべきだと思いますか。 高齢者施策全般

問11 Q1-1
高齢者施策全般に
ついて

市独自 Ｑ3で選択した項目について具体的なご意見・ご要望はありますか。 高齢者施策全般

問11 Q2
高齢者施策全般に
ついて

市独自 あなたは、「成年後見制度」を知っていますか。 高齢者施策全般

問11 Q3
高齢者施策全般に
ついて

市独自 虐待を受けたと思われる高齢者を発見した場合、どこに相談（通報）されますか。 高齢者施策全般

問11 Q4
高齢者施策全般に
ついて

市独自 高齢者虐待を防止するために、地域ではどのような取組みが必要と思われますか。 高齢者施策全般
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